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記 念 総 会

今、ご紹介をいただきました渡辺和子でございま
す。フレンズというお名前に惹かれて、ほとんど女
の方がおいでになると思いましたらご立派な方々が
御そろいでちょっと恐縮しております。
『現代のわすれもの』―�今年、戦後70年というこ
とを思い起こしました。そして、その70年というも
のが日本人にとってどういうものだったか、どうい
う特典を与えたかという反面、どういうものを奪い

去っていったか、そういうことも興味ある点で考え
させられる年を迎えました。
私はテレビを見ない人間でございます。見ようと
思えば見られるんですけれども、ラジオを聴いてい
る方が、仕事ができて同時に情報も入ります。２、
３年前のある日、ラジオを聴いておりましたら、「最
近、万引きが増えている。しかも万引きをして悪かっ
たという思いを持つ人が少なくなってきた。物を売

2015年９月19日（土）、名古屋東急ホテルに於い
て、フレンズ・ＴＯＨＯ設立20年記念総会がおこな
われました。参加者は、法人会員41社60名、個人
会員75名。既に６月の役員会において審議・決定さ
れている「2014年度事業報告と決算」「2015年度
事業計画と予算」を報告し、「20年」を期して、更
なる発展と会員同士の親交を深めることを確認いた
しました。
また、「20年」を記念しての講演会には、学校法
人ノートルダム清心学園理事長の渡辺和子さんをお
迎えし、『現代の忘れもの』と題して、220名を超え
る参加者（会員135名、一般参加者91名）に心に
響く講演をしていただきました。
「愛知県は両親の出身地でありとても懐かしい場
所です」という渡辺さんは、９歳の時、2.26事件
に遭遇し、教育総監だった父が目の前で青年将校に
よって命を落としたこと、厳しい母子家庭生活を余
儀なくされた戦後、18歳で洗礼を受けカトリック信
者となり、ボストンでの修練院生活を経て、大学学
長として若い学生たちと関り続けてきた人生を振り
返りました。
2016年２月で89歳を迎える渡辺さんは、「若い
時に比べたら身長が14cmも低くなりましたが、こ

れまで見ることができなかったものも見えるように
なってきました。人間は謙虚でなければいけません」
と、時にはユーモアをまじえながら、「待つことがで
きる心、人を思いやる心、自分を大切にする心」の
大切さを語ってくださいました。
聞き終えた参加者の顔は、一様に明るく穏やかで
満足感に溢れ、多数の方から「ありがとう」「幸せな
気分になりました」との言葉をいただきました。
講演会終了後に行われた「懇親会」は、東邦高等
学校吹奏楽部の演奏で幕を開けました。いつものこ
とながら80名近くの部員の演奏は、迫力満点、音
楽を愛する気持ちいっぱいで聴きごたえがあり、大
きな拍手をいただきました。その後は、フレンズ
･TOHOの20年を支えて下さった皆さんにご挨拶
をいただき、和気藹々とした雰囲気の中で幕を閉じ
ました。
また、東邦高等学校吹奏楽部と愛知東邦大学吹奏
楽団は、年末から新年にかけてアメリカのローズパ
レードに参加し、好評を博したと聞いておりますが、
懇親会の折にも、神野重行フレンズ ･TOHO顧問の
呼びかけで、参加された皆さんからたくさんの応援
寄付金をいただきました。この場を借りてお礼申し
上げます。

現代の忘れもの
記念講演会

学校法人ノートルダム清心学園理事長　渡辺　和子　
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る方が自衛手段を取らないといけなくなった」とい
うものでした。その自衛手段として、１つには防犯
カメラの数を増やすこと、２つ目は万引きをしそう
な位置に店員を配置し、つかまえやすくしたこと、
３つ目は、品物の配置を変えて万引きされて困るよ
うなものは手近に置かないようにしたこと、そして
４つ目は罰則を厳しくしたこと、そのようなことを
言っておりました。それをラジオで聴きながら、一つ
大事なものが抜けている、忘れられていると思いま
した。万引きをするということに対しての意識、万
引きをしていいのか悪いのかという心の問題、心の
教育というものが入っていなかったんです。家庭で
しっかりとした躾をする、学校で先生たちが権威を
持ってしていい事といけない事を子どもたちにはっ
きりと知らせる。私の生育歴というものもあるのか
もしませんが、ただ物を増やす、罰則を厳しくする、
場所を変える、そんなことをして日本人はどうなる
んだろうという気持ちを持ちました。
私は大学で教えております。学生たちに、品物、
手立てそういうものも大切だと思うけれども、人間
にとって大切なものは目に見えないけれど確かにあ
るもの、それは心というものなんだと。そういうこ
とを一緒に考えるようにしております。子どもたち
は教師や親の言う通りにはしない、親や教師のする
通りにすると言われております。大学でずっと教え
ておりますが、付属幼稚園・付属小学校の園長や校
長もそれぞれ15、6年してまいりました。幼い子ど
もたち、ご家族の方、そういう方々を拝見していま
して、やっぱり子どもたちにとって一番大切なもの
は、どういう所に連れて行ってもらった、何を買っ
てもらった、誰ちゃんよりもいいものを持ってる又
は着ている、そういうことではなくて、親から愛さ
れていること、大切にされていること、偏差値でな
く、器量でもなく学校の成績でもなく、一人ひとり
が「あなたが私たちにとっての宝ですよ」という愛
情を受けていることだと感じております。

〈３点セットと一人格〉

戦後70年ということを申しますが、戦後いろんな
人が日本の国に参りまして、その中に御存知な方も
多いかと思いますが、ガブリエル・マルセルという
フランス人の哲学者がおりました。たいへん立派な
人です。カトリックの哲学者でございましたけれど
も、東大で「教育と自由」という題で話をされまし
た。私も教育・自由と二つとも自分にとっての課題

であり、学生たち・生徒たちに対してどのようにし
て提示したらいいかということを悩んでおりました
から、その話を聞いておりました。未だによく覚え
ておりますのは、マルセルというフランスの哲学者
は「人はみんな人格だと最近言っている」。つまり
日本が負け、たくさんの物も失いましたけれども、
それまでは使ってはいけない言葉や内容、そういう
ものに対して許容されるようになって言えるように
なった。そういうことを言おうとされたんだと思い
ます。教育と自由、そして申しましたのは、近頃誰
も彼もが「自分は人格である尊重して欲しい。」と
いうことを言っているけれども、真に人格と呼ばれ
るに値する人たち、その人たちは自分の頭で考える
人、自分の意思で決定する人、そして自分が決断し
たことに対してはあくまでも自分が責任を取る。こ
の３つ、考えること、選ぶこと、そして責任を取る
こと。この３点が揃わない限り「人は人格とは呼ば
れるに値しない。もし付和雷同するようであれば、
その人は人間であっても人格とは言いがたい」。私、
この言葉は本当にありがたいと思いました。私は、
学生たちにこれを必ず申します。あなた方はとにか
く人間から生まれた人間なのよ。でもね、その人間
が一人格として成長していく、それが教育というも
のの根本にあるべきものなんだと。生まれたら誰で
も人間、しかしながら自分の頭で考えて、自分の意
思で決定して選んで、そしてその決定したことに対
してあくまでも自分が責任を取る。この３点が揃っ
て初めて人格という言葉に値する人なんだと。
私どもが学校で、幼い子どもたち・小学生・中高
大と、やがて大学を卒業してお勤めをする方たちに、
あなたが一人格だと主張するんだったら、この３つ
のものを持っていますか？一人称で話ができるか、

渡辺　和子氏
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ということです。誰々さんが言ったから私も信じる
んじゃなくて、私はこう考えるからこう思いますと、
一人称で話せる、これが一つです。いくつかの選ぶ
べき選択肢があるとすると、その中で何を選び取る
か。二番目の選択です。そしてその決断が誤ってい
ることもあれば、誤らないこともあると思いますけ
れども、その誤っている時に「私が悪かった」、人の
せいではないということがはっきりと言える人かど
うか。これが揃ってなかったら、あなた方いくら大
学を卒業して偉くなっているつもりかもしれないけ
れど、ちっとも偉くない、というようなことも学生
に申します。
一人格と呼ばれるにふさわしい人は、これを選ん
ではいけない、こっちを選んだほうがいい、そういう
判別ができる。そういうことができないと、18歳か
ら選挙権ができるのですが、そういう時になって恐
ろしいです。考えること、選ぶこと、責任を取るこ
と。これをいい加減にしておいて、選挙権だけ、お
酒を飲む、タバコを飲む、その権利だけ与えた時に、
とんでもない教育・子育てをしてしまうことがござ
います。学生たちに、あなた方大学生になって急に
偉くなったみたいに思っているけれど、授業料は誰
が出しているのですか？生活費は？もし、あなたが
間違いをおかして望みもしない妊娠をした時、その
費用は誰が持つの？自分で出せる？今の学生たちは
具体的に言わないといけないんですね。本当なら修
道者である私がこういう話は学生たちにしたくない
んです。しなくて済むならどんなにいいかと思いま

す。ただ、今どきの先生たちはある意味で臆病で生
ぬるいです。そして人気取りです。これを言ったら
嫌われる、まあ、大目に見てやろう。学生たちは馬
鹿ではありません。学生たちは親や教師の言う通り
にはなりません、する通りになります。本当に子ど
もが可愛かったら、私たちは自分たちの経験を生か
して、そして戦後忘れられてしまった『わすれもの』
の一つ、子どもたちにしていいことはさせる、して
いけないことはさせない。そしてそれを自分が自分
の姿、体、行動でまず示す。そうしない限り、この
日本の国はどこの国？あの人はどこの国籍？と言い
たくなるような人に出会います。私は今も教育者で
ありますから、学生たちをどこに出しても恥ずかし
くない言葉使い、行儀作法、人様とのお付き合いが
できるような、つまり世間に出て笑われ者になって
欲しくない、いじめられて欲しくないとすれば、私
の学生への愛情というのはある程度厳しくなければ
いけない。そして、学生は馬鹿ではないですから、
シスターは言っていることをしてると見抜いてくれ
る。その反対に、あのシスターは言うことは奇麗だ
けれども実際に何もしてないじゃないか。それは、
お父様お母様おじい様お婆様と、人様の上に立って
責任をお持ちの方、そういう方お一人お一人に、や
はりもう一度、私の生活はまっとうか、子どもたち
に言っているようにできているか、振り返っていた
だきたいものです。人間ですから間違うことはたく
さんございます。少なくとも真面目にまっとうに、
そして正直に生きているか。私たちが子どもを育て
ていくにおいて、よく考えて選んでいく、選んでい
くときにお金の多い方だけ選んでいく、権力の得ら
れる方だけ選んでいく、そうではなくて人として選
ぶべきものを選んでいるか、それをしなかったら子
どもたちもついてまいりません。

〒456-0063　名古屋市熱田区西野町１－２
TEL  （052）671 - 4126
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〈置かれたその場で咲きなさい〉

この間、「３ダケ」という言葉を耳にしました。「今
だけ、金だけ、自分だけ」言い得ていると思います。
なるほどと思いました。今だけ楽しければいい。お
金だけ儲かっていればいい。他で泣いてる人がいて
も構わない、自分だけよければいい。こういう子ど
もたちを輩出させてはいけない。『現代のわすれも
の』として、人間にとって今という時も大事だけれ
ども、この今がもたらす将来がどんなに大切か。
私の母は非常に厳しい躾をしてくれました。「世の
中思い通りになると思ったら大間違い。ならなくて
当たり前。思い通りになったら感謝しなさい」「あな
たは今まではいい恵まれた環境で育ってきた。でも、
出て行く社会も同じだと思ったら大間違い。もし、
思うままになったら感謝しなさい」。「みんなこうい
うものを持っているから私も欲しい、買ってちょう
だい」と言うと、母は首を横に振って「今あなたが
持っているもので十分です」「お母様はね、今買って
上げて喜ぶ顔は見たくない。お母様が見たいのは、
あなたが将来どんな辛い目にあってもやり通すこと
ができる人に育っていくこと」そう言ってくれまし
た。私は、本当は自分の母は継母ではないかと思っ
たことがあるほど厳しかったんですが、これが母の
愛情だということがよくわかりました。
私には上のきょうだいが3人いるんですが、一番
上が姉、二番目と三番目が兄、四番目が私。姉は22
歳年上だったんです。結婚してすぐ姉が生まれて、父
は海外赴任といいますか、ドイツとかオランダとか、
そういうところの語学ができて、16年して兄たちが
生まれ、最後、北海道で私が生まれました。師団長
夫人として恥ずかしかったんでしょうね。長女の子
どもと自分の子どもと同じ年に生まれることになっ
たそうで、大きくなって姉から、「和ちゃん、お母さ
ん本当は産みたくなかったのよ。私の長女と一緒に
なるんだから」と聞きました。それをとめたのは父
でした。「男が子どもを産むのはおかしい。女が産む
のに何がおかしいことがあるか」「産んどけ」。私は
産んどいてもらった子どもなんです。それだけに父
が好きでした。お腹の中でわかるんですね。どちら
の膝に乗る？と聞かれたら父の膝の上に乗っており
ましたし、父もこの子とは長く一緒に生きられない
からといって、軍服ではなく和服にして縁側で私を
膝に乗せ、論語を読んだりしてくれました。巧言令
色で言葉の奇麗な人の言葉はおべっかいが多い。ま

だ小学校１、２年の時に教えてくれました。
厳しい母でしたが、私のことを本当に想っててく
れたのです。母子家庭ですし、戦争に負けて扶助料・
恩給も取り上げられましたから、食べていくのが難
しゅうございました。闇市で物を買ったりもいたし
ました。そういう難しい時代に母子家庭で育った軍
人の娘。その時にこの子は厳しく育てなければ、や
がて厳しい世界を生きていくことができないだろう
ということで、大変厳しく育ててくれました。「あな
たが今喜ぶ顔は見たくない。あなたが本当に辛い時
苦しい時に生きていける人に育つこと」。今になって
思えば、置かれた場所で咲くことができる子どもに
育てたい。母はその言葉は知らなかったと思います
けれども、どんなところに置かれても咲きなさい。
しかたがないとあきらめてはいけない。どんなとこ
ろに置かれても、一生懸命そこで自分というものを
生かしていきなさい。そして、どうしても難しい時
には、根を下へ下へと下ろして、やがて次に咲く花
は、前ほど大きな花ではないかもしれないけれども、
前よりも輝きをもった花が咲くに違いない。そうい
うことを、私も少し年を重ねてから母が絢爛な花だ
けが花ではない。ここは軍人の家だから何もかも質
素。あなたはお友達が着てらっしゃるものも着られ
ないかもしれない。でもね、花っていうものは絢爛
豪華なものであるだけではなくて、むしろあなたし
か咲かせることができない花、小さくても大きくて
も構わない。
父は、私が９歳の時に亡くなりました。43発の機
関銃の弾を身体に撃ちこまれて、私の目の前で。憲
兵が二人、家の２階に常駐しておりました。それは、
父を守るはずだったんですね。私と二軒向こうにあ
る姉の家に遊びに行くにも後をついてくるくらいな
ので、お父様を守っててくださるんだという気持ち
だったんですけれども、その２月26日、２階に休ん
でいた憲兵たちは、階段を降りてまいりましたが、
扉を開けばそこで家の父が30数人の兵士たちを相
手に戦っていることもわかっているのに、一歩もそ
の部屋に入らなかったんです。ある意味私にとって
は、私だけが父の最後を看取ることができたとも言
えるんです。反対から言えば、父はたった一人で死
ななかった。自分の一番、どうしても産ませたかっ
た、その愛していた娘に、９歳ではございましたけ
れど、看取られて死んでいったのです。たぶん父も
喜んでくれたと思います。母は気丈な人でしたから、
兵隊たちを中に入れないようにみんなを押し返して
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いました。玄関の扉なんかはボロボロに銃弾で壊れ
ておりましたが、それにも怯まない強い母でした。
母も本当の死に際には会ってないんです。姉は別の
家に住んでおりましたから来ておりません。女中た
ちも入れません。兄たちも入れません。私一人だけ
なんです。たった一人でしたけれども、座卓の影に
父が隠れなさいと教えてくれて、自分は銃の使い手
でしたので、銃を持って３発くらいは撃ったでしょ
うか。撃ったように思いますが、機関銃には敵いま
せん。寝間の襖と襖の間に機関銃の銃身だけが出て
いて、まず父の足を狙って逃げることができないよ
うにし、その後兵士や将校たちが入ってきて止めを
さして、あの日は雪がたくさん降った日でございま
したけれど、真っ白の雪を自分たちの血潮で赤く染
めて帰っていきました。人が人を殺していくのはた
いへんなことだと思いました。
戦争に負けてから、軍人の家族は厳しい生活をし
ておりましたが、私は東京の上智大学国際学部で、
駐留兵の人たちの夜学でセクレタリーとして、アメ
リカ人相手のアルバイトをいたしました。やがて残
るようにと勧められ、上智大学の夜学で教務部長と
して29歳まで働いておりました。修道院に入るには
年齢制限があり、30歳で制限年齢がくるもんですか
ら、母の許可も得ることができ、修道院に入ること
になりました。アメリカ兵のところですべて英語で
お仕事をしておりましたので、すぐにボストン（ア
メリカ）にある大きな修練院に派遣されました。シ
スターたちの修行の場でございます。そこに日本人
として一人だけ送られまして、修行といいますか、
朝から晩まで針仕事または洗濯・アイロンがけ・草
取り・お料理の皮むきなど、その時は修士号も持っ
ていたんですが、どうしてこんなことをしないとい
けないのという気持ちも無いわけではなくてさせて
いただきました。それも済み、学位も取り、４年後
に日本に送り返されてすぐに岡山という土地に赴任
を命ぜられました。修道院というところはある程度
軍隊に似ておりまして、上官の命令は絶対ですから、
東京からアメリカへ５年ほど行き、帰ってきて岡山
へ。岡山ってどういうところだろう、鬼が島がある
という恐いところではあるまいかなどと思っており
ました。さすがに母も、あなたの好きなケーキはあ
るだろうかとか、チョコレートはあるだろうか、あ
なたの好きなお刺身を食べたいだけ食べていきなさ
いと、毎日ではありませんけれども、大切にしてく
れて岡山に送り出してくれました。35歳の８月に派

遣されて、半年とちょっとは大学で教えました。そ
れが済みまして、本当に思いがけず２代目のアメリ
カ人の学長が急逝されたんです。75、6歳の立派な
方でした。そしたらなんと、ローマから命令が下り
まして「３代目の学長はあなたです」「えっ、私が」。
５年間アメリカに行っており、岡山で暮らしてらっ
しゃるシスター方にとってはまったくのよそ者、学
生たちもそこで私が勉強したわけではないですから
よそ者、先生たちからしてみたら、初めて日本人の
学長、それもまだ口ばしの青い36歳の学長。という
ので、自分では馬鹿にされているんではあるまいか
という気持ちを持っておりました。修道院に戻って
もねぎらってくれない。講演にしても誰も褒めても
くれない。慰めてもくれない。挨拶もしてくれない。
笑顔もしてくれない。こういうのをくれない族とい
うんだそうですが、それにかかりました。自分なが
ら恥ずかしいと思ったんですが、これじゃあやって
いけないと思いました。母にあれだけ鍛えられた人
間だったはずなんですけれども、やっぱりそういう
ところでつまずきました。東京で会議があって戻る
機会があり、７年間私をしごいてくださったアメリ
カ人の神父様のところに行って、「神父様こんなは
ずではなかった」と。私は命令を受けてこういうこ
とをしているのに、褒めてもくれない、助けてもく
れない。修道院を出てもいいですか？元のアメリカ
人相手のおもしろかったお仕事をしても構いません
か？そう尋ねました。神父様はいともクールに「あ
なたが変わらなければ、どこへ行っても何をしても
同じだよ」。私は、かわいそうにぐらい言って下さっ
てもいいのになと思ったんですけれども、そんな慰
めごとは一つもなかったです。「あなたが変わりなさ
い」。アメリカ人の50歳代になろうかという方だっ
たと思います。優しいお言葉ではありましたけれど
も、厳しいお言葉で教えていただきました。

〈現代のわすれもの〉

私たちは、この『現代のわすれもの』というのを
考えます時に、いろんなことが思い浮かびます。言
葉の乱れとか、礼節の乱れとか、携帯とか、そうい
うものにうつつをぬかしている。もうすぐ敬老の日
が参ります。敬老の日は軽いという字ではありませ
ん。シスターたちに注意するんです。「敬老の日の敬
は軽い字ではありませんよ」「ああ、そうでしたね」
で終わりです。そういう時代に『現代のわすれもの』
として、よく挙げるのは３つなんです。１つは「待
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つことの出来ない心」、２つ目は「思いやることがで
きない心」、３つ目は「自分を大切にすることができ
ない心」、この３つの『現代のわすれもの』です。
本当に学生たちは待つことが不得手でございま
す。それは学生たちが悪いというだけではなくて、何
もかもあまりに便利になり過ぎて待たないで物事が
すすむようになった。一人で生活をなさってもあん
まり痛痒を感じないような時代になってしまってい
ると思います。お元気なうちは構わないとおっしゃ
るかもしれませんけど、お年を召したらばやはり助
けていただかなければなりません。高いところに物
を上げるのに、背の高い人を待たなければ思い通り
には上げることはできません。重い荷物を持ってど
こかに行く時も、どなたか若い方がいらっしゃるの
を待たなければ、自分の力だけではどうにもなりま
せん。私は今89歳です。そういう人間になりまして、
謙虚になるためにはある意味で辱めを受けなければ
いけない。その言葉をしみじみと思います。謙虚に
なるためには、辱めを受け止めることが必要だとい
うことが本当にそうなんだなと自分で思うことがご
ざいます。自分では受けたくない辱め、「えっ、シ
スターそんなこともできないの？」と他のシスター
たちから言われると、昔だったらきっと腹を立てて
いたと思うんですが、今はそうではなくて、「私は
これを持つことができないんです。お願いします」。
「シスターずいぶん背が低くなったのね」。本当なん
です。14cm低くなりました。最初は恥ずかしくて
街を歩いていても、ステンドグラスに移る自分が嫌
な傲慢な人間でしたけれども、それにも慣れました。
人間というのは一年一年、年をとるんだということ。
そして年をとるということはそれなりにできなくな
ることがあるんだと。人様のおかげを今まで以上に
受けなければいけないことがある。そういうことも

お蔭様で習うことができました。
人間というのは謙虚に生きなければいけない。お
天道様みたいに生きてきた人間にとって、今のよう
な辱めをある程度で受けとること、それが大事なん
だと思います。だから、人から「背が低くなったわ
ね」と言われたら、「ありがとう。前よりは小さく
なったけれども、前に見ることができなかったもの
が今見えるのよ」。なんて、こういうのを意地っ張
りっていうんでしょうか？
自分が年をとって、例えばすぐにできていたこと
ができなくなって、人様に手を貸していただかなけ
ればいけなくなって待たなければいけない。つまり、
すぐに切れない。そういう言葉が時代にはあってい
るのかもしれませんね。考えて選んで責任をとる、一
人格としての自分としての有り方を忘れて待てない
んです。むしゃくしゃしたらそのまま包丁を突き刺
すとかね。そういう点で私たちはゆとりを少し持っ
ていけることはとても大事だと思います。ある方が、
「私は木を切るのに忙しくして斧を見る暇を忘れて
いて、気がついた時には斧の刃がボロボロになって
いた。もう使いようがないほど磨り減っていた」。こ
れも私にぴったりです。忙しい時には忙しい忙しい
といって仕事が面白くてしょうがなかった。ところ
が、シスター少しおやすみなさいと言われたとした
ら、私は自分を省みてもっとゆとりのある自分だっ
たらよかったのになあと、人に対してもっともっと
笑顔がよかったら、もう少しいい人になってたんだ
ろうな。この間も学生が部屋にきました。その時に
どうしても仕上げないといけないものを書いていた
んですね。その時に私は「何の用？」と言ったんで
す。そして、後から自分で「ごめんなさい」と言い
ました。「すみません。今別に用はないんですけれど
も、シスターの顔が見たくてきました」「ああそうで
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すか？ごめんなさいね」と帰しましたけれども、ゆ
とりと言うのは何かしらそこにキンキンしたもの、
イライラしたものがなくて、来た人を温かく、もし
必要なら「今忙しいからもう少し後できてくれる？」
という人間らしいことが言える、そういう自分に今
からでは少し遅いと思いますけどなりたいと思いま
す。
それからやはり、ゆとりがないというのは思いや
り、人様の身になるということがおろそかになりま
す。今年の夏は岡山も結構、暑うございました。例
えば、ある神父様が私たちにお話してくださったん
ですけれども、「私は神父ですから家庭は持っていま
せん。シスターと同じように家庭を持っておりませ
ん。ですから夫婦の軋轢とか面倒なこと、それを皆
さんがやがて経験なさるようなことは経験してきて
なかったかもしれません。ただこれから結婚をする
可能性のある皆さん方に夫婦和合のヒントを教えて
上げます。よかったら書いてください」「夫が会社か
ら帰ってきて『ああ、暑かった』。奥さんは『夏だか
ら、暑いのは当たり前でしょ』ということは言わな
いでください。『ああ、暑かったの？』と言うこと。
『ああ、疲れた』って帰ってきたら、『私だって疲れて
ますよ。朝から洗濯、掃除に買い物と、私だって疲
れてますよ』とは言わないで『疲れたの？』と言っ
てあげてください。暑かった、疲れたと言う人の傍
らに立ってください。傍にいるそういう人になって、
その後で、私は今日こういうことをしましたとおっ
しゃったらどうですか？」と言ってくださいました。
修道院に帰りまして、「ただいま」って言うと「お
かえりなさい」と言ってくださらない方がいるんで
す。初めは腹が立ちます。私はこの年にして、あの
混む JR に乗って大きな男の人にもまれながら、疲
れて修道院に戻ってきて、「ただいま」が聞こえない

はずが無いと思うんです。お台所で物を切ってらっ
しゃるけれど、おかえりなさいくらい言っても損に
はならないのになと。それで、神様のところへ行き
ましてね、「こんな理不尽なことがあるんです、許さ
れていいんですか？私は我慢しないといけないんで
しょうか？」。「そうだ」と神様はおっしゃると思い
ます。どんなに私がけちな人間だということがおわ
かりになると思いますが、まず最初は、今度あの人
が帰ってきたら「ただいま」と言っても「おかえり」
と言ってやるものかと思うんですよ。思うことに罰
はないですからね。でもこれをしていたらあの人と
同じレベルになってしまう。そして、私のプライド
が許さない。やっぱり帰ってきた人には「おかえり
なさい」「お疲れ様」という私でありたい。相手がど
う出ようとそれにかかわらず、私が言うべき事は言
う。優しくする時は優しくする。そういう人間にな
る。そういうふうに考えることがございます。ただ、
私たちは人様の苦しみとか、暑かった、疲れたとか
に寄り添ってあげることが、最近不得手になってい
ますね。自分が何をしたか、私だってこうなのよっ
てことを言いたがる。学生たちを見ていて思います。
少子化ということもあると思うんですけれども、人
の身になって思う。昔ならば、車椅子の方がみえた
らドアを開けなさい。車椅子の方がお通りになった
後、後に続く方がいないのを確認してドアを閉める
んですよ。授業の一つです。ところが今、自動ドア
になって電動車椅子ができて、そうすると学生たち
に同じ事を言ってもそっぽを向かれるんです。それ
が当たり前になっているんです。今は放っておいと
いても大丈夫。白い杖をお持ちの方、放っといても
オルゴールが鳴って赤になりかかっていることを教
えてくれるから、私が教えることはない。若い学生
たちがそういう気持ちを持っていても、それで大丈
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夫かしら？と思いやることを忘れてはだめよという
ようなことを話します。年を取った時に人様にして
いただいたら嬉しいことを、ご自分のおじい様おば
あ様、周りの身障者の方に声をかけること。そうい
う気持ちを失わないで持つことが私は大事だと思う
ということを言っておりますけれど、学生たちもそ
れをだんだん習っているようでございます。
この自分を大切にするということは、本当はとっ
ても大事なんですね。私共の学園は四年制大学と付
属幼稚園・付属小学校を岡山の伊福町というところ
に持っております。駅から歩いて10分ほどのとても
便利なところですので、皆さんおいでになったらど
うぞ。何も出ませんけれども、2,000人の美しい女
の子たちがおりますよ。奇麗ではなくて、美しいで
すね。「シスター、私整形したんですけど、どうです
か？」って聞きに来るんですよね。可愛いですよね。
私が「そう奇麗になったわね。社会的なことにもの
すごく疎い人間だから聞くんだけど、整形手術にお
いくらかかったの？」って聞くと、何万円かかった
とかを言ってくれるんです。つまりどこを整形した
か、元はどれだけだったかということですよね。そ
れで、「気持ちはどう？」って聞くと「奇麗になった
ら自信が出てきた」「よかったわね」と言った後にこ
ういうこと言うからいけないんだと思いますが、「一
代限りよ」って言うんです。神様が下さった、仏様
が下さった自分というものに傷を付ける。それは、
あるべき姿でない自分の生活。付き合っていけない
人と付き合う。盗んでいけない万引きをする。そう
いうことはやっぱり、大きく言えば自分自身を大切
にしていないことになるんですね。星野富弘さんと
いう、詩と絵を書いている人がおりますが、『私は
傷を持っている。でも、その傷のところからあなた
の優しさが染みてくる』たったそれだけです。私は
とても好きなんですね。キリストが十字架の上で、
傷だらけになって死んでいったんですね。その傷を
持っていながら復活した時に、傷をそのまま残して
弟子たちの前に現れるんです。私たちはいろんな傷
を受けます。その傷は、身体にメスを入れるという
ような傷もあるでしょうが、多くの場合は、受けた
くない人からの中傷とか誹謗とか、傷つけあうもの
を受けます。その時に、私は傷を持っている、でも
その傷のおかげであなたの優しさが染みてくる。そ
ういう人になりたいなあと思います。それから、そ
ういう自分で他の人に接したいなと思います。一生
懸命傷を隠そう隠そうとしている人に、「いいのよ。

キズちょっと見せてごらんなさい」「包帯巻いてちゃ
んとしてあげるから、今度からはキズをしないよう
に気をつけなさいね。でも、怪我をしたらまた、い
らっしゃいね。手当てをしてあげるから」。この優
しさがあって自分自身を大切にする人に変わってい
くんです。自分からするリストカットのような、自
分の身体にキズをつけます。そして、援助交際のよ
うなそういうのもある意味ではキズです。そのキズ
を付けます。付けてしまったら、「そのキズを見せ
てごらん。きちんと世話をしてあげるからね。今度
からこんなばかばかしいキズをしないように気をつ
けてごらん」。そして、私たちがありがたいなと思
うのは、そういう方に出会った時に、自分が今まで
見ようともしなかった、隠してばかりいたキズを恥
じないで見せることができる。そしてキズをするこ
とを恐れないようになる。そして人様のキズに手当
てをすることができるようになる。それは、私はキ
ズの効用だと思います。本当はキズっていうものは
したくございませんよね。私もしたくない。でも、
人間必ず人生の中でいわゆる切り傷的なものもあれ
ば、心にグサっと刺さるようなキズ、人様の間で言
いふらされるキズもございます。私の母が世間に出
たら世間は思うようにはなりませんよと言ってくれ
た中には、キズも入っていたと思うんですね。きっ
とあなたのことを悪く言う人も出てくる。あなたも
人の悪口を言うようになるかもしれない。人がわざ
と切りつけてくるようなことがあるかもしれない。
でも、その時に咲きなさい。置かれたところで咲き
なさい。それは、仕方がないとあきらめることでは
なくて、あなたしか咲かせることができない花を咲
かせることなんです。そしてあなたが自分の花を咲
かせる人になった時に、あなたの回りのキズと向か
い合うことができます。その人を慰めることができ

設立 20年記念講演会
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ます。その人のキズに包帯を巻いてあげることがで
きます。そして自分のキズも手当てできる人になれ
る。そして、やがて人様の難しい状況の中で、「一緒
に咲きましょうね」と優しく言うことができる。自
分の身体にキズをわざと付けない。そして、キズが
ついた時にはそれを癒して下さる方がこの世の中に
必ずいらっしゃる。そして自分もやがてそういうキ
ズをお持ちの方のキズに包帯をして差し上げる。そ
ういう人になりたい、なれるということが言えるよ
うになると思います。
私たちは一人ひとり使命というものを持っていま
すよね。命を使う。だから人間にとっての使命とい
うのはお医者様になること、看護師さんになること、
先生になること、何とかになること。それも使命だ
と思いますよ。ですけれども、人間一人ひとりが身
体障害をお持ちの方にしても、知的障害をお持ちの
方にしてもその方しか使うことのできない命がある
ということ。そしてそのことを、お互い同士が本当
に尊重しあっていること。何ができる、奇麗な人だ
じゃなくて、一人ひとりがその人しか持つことので
きないキズを持つこと。全てを敢然として、そして
使命を果たして、自分の命を使いましょう。私の母
は87歳で東京の慈生会という病院で、認知症になっ
て死んでいきました。最後、11月に行きました時
に、私のことを解ってくれませでしたん。でも、帰り
がけに「お母様これから岡山に戻りますね」と言っ
たら、何と思ったのか窓の方を向いてしまって、本

当に悲しくなって涙を流しました。そしたら、看護
師さんが「そんなに悲しまないでいいですよ。人は
ね、最後まで耳は聞えるんです。きっとお母様はあ
なたが岡山に帰ることをお解かりになって、悲しく
て窓の方を向いてしまったのでしょう」と。それか
ら１ヵ月後に母は神様のところに旅立っていきまし
た。私たちの一生涯の間には、いろんな使命がござ
います。母がそこまで生ききってくれたことをとっ
ても嬉しく思います。そして、棺の中に納まってい
る母の顔を見ますと、元陸軍大将の妻として恥ずか
しくない母でした。そういう母に育てられました私
自身、やっぱり毎日毎日いろんなことがございます
けれども、一生懸命に感謝しながら生きていきたい
と思います。今日は私の一番若い日です。皆様方も
そうでございますよ。明日になると一日年を取りま
すので、今日は一番お若い日ですから、機嫌よく、
明るく笑顔で生きていく。ダイオキシンを出さない。
口からも出さない。身体からも出さない。そういう
優しさというもの。お家にお帰りになって、皆様が
お家にお帰りになったが故にみんなが喜ぶ。そうい
う人に私も努めてなろうと思いますけれども、皆様
もどうぞなってあげてください。
今日は本当に私のつたない話を聞いてくださって
ありがとうございました。
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多文化地域社会の保育を考える
愛知東邦大学教育学部教授　今津孝次郎　

「多文化」化する愛知の地域社会

バブル経済期を迎えた1990年代に入る直前から
多くの外国人労働者が来日した。製造業を地場産業
とする愛知県には日系ブラジル人を中心にペルーや
フィリピン、中国など各国から新来外国人が定住す
るようになり、名古屋市内にも外国人集住地区が出
現した。日本文化に交じって多様な異文化が混在し、
「多文化」化する地域社会が日常的に見られる時代を
迎えた。地域のグローバル化の一つの典型的現実で
ある。
当時、名古屋大学に勤めていた私は、学生たちを
連れて名古屋市内最大の外国人集住地区であるＱ団
地内にある市立Ａ保育園や隣接するＢ小学校を訪問
し、外国人園児の保育や児童の日本語教育の様子を
参観させてもらった。2000年から始めた訪問は、
2013年に本学に赴任した今もなお続いているから、
すでに15年になる。保育園や幼稚園そして小学校で
外国籍の子どもたちをどう受け入れて保育・教育す
るかは、現代の日本にとってごく当たり前の実践課
題になっている。どの学校園でも日本語だけを使う
と決められているが、休み時間には外国人園児・児
童の間でポルトガル語などが飛び交う毎日である。

「多文化保育」という新たな領域

「多文化保育」という新しい領域が登場した。外国
人園児の日本語や日本の生活習慣をどのように身に
つけさせるか、日本人園児との関係づくり、保育者の
多文化理解など、外国人の子どもがいる園の保育全
体を捉え直すというまったく新しい課題である。た
だ、この課題は外国籍の子どもたちが多い地域を別
にすれば、保育の分野でまだそれほど全国に広く根

付いているわけではない。とはいえ、愛知県はブラ
ジル国籍人口が全国一多いことに示されるように、
地域社会で多くの定住外国人家族が暮らす特徴があ
るだけに、「多文化保育」はどの園にとっても日常的
課題となっている。
それまで地域社会の国際化の全体に関心を持って
いた私は、本学に赴任してからは子ども発達学科の
ゼミ学生たちと一緒に「多文化保育」を集中的に検
討するようになった。関連文献資料の輪読だけでな
く、実際にＡ保育園を訪問し、子どもたちの様子や
保育者の取り組みを見せてもらい、園長から詳しい
お話を聞かせてもらうことを繰り返した。
Ａ保育園は全園児の８割が外国人で、割合の高さ
からいえば名古屋市内と愛知県内のみならず、おそ
らく日本一高い園だろう。園内の掲示にはポルトガ
ル語が付されているし、給食は月一回特別メニュー
の日があって各国の料理が供される。また専任のポ
ルトガル語通訳職員がいて、園のお便りの翻訳や、
保護者からの連絡や相談などの通訳に当たる。専任
通訳職員がいるのは名古屋市内でＡ保育園だけであ

導入の手遊び
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る。とはいえ、子どもたちにはそれほど大きな違い
があるわけではなく、日本語がまだよく分からない
という程度で、皆で遊ぶ様子を見ればごく普通の保
育園である。あえて特徴を指摘すれば、外からの訪
問者に対して実に気さくで人懐っこく接する点だろ
うか。初対面の垣根が全くないのである。「それは文
化の違いでしょうね。日本の園児なら恥ずかしがる
子も多いですから」と園長は話す。

「多文化保育」に向けた新遊具を開発する試み

2015年春、４年生ゼミの男子５人と検討し、「外
国人園児にも知ってほしい日本の遊びを工夫して、
実際にＡ保育園で実践する」という年間課題がまと
まった。遊びは「（人間）すごろく」と決め、１～３
目だけの大きなサイコロを作り、日本語にも親しめ
るシートも準備する計画である。さっそく園長に依
頼すると逆に提案が返ってきた。「市立保育園のボラ
ンティア登録をして本格的に取り組むこととし、園
に３回来てください。最初は子どもたちと自由遊び
をして、かれらの特徴を把握する。そのうえで２度

目に大学で作った試作品で実践してみる。多分いろ
んな問題点が出るだろうから、大学で改良したうえ
で３度目に修正作品で実践する」。
こうして５月から10月まで半年間にわたる多文
化保育プロジェクトが実行に移された。園長から指
示されたように、３段階は深い意味があることに気
づかされた。私から見ても、試行実践は50点と失敗
で、その原因は「すごろく」遊びのルールが理解さ
れていない、シートにひらがな文字が多い、遊び全
体の流れが不明確で40分も長引いた。そこで、それ
らを改善して、シートは文字を無くして動物などの
絵を増やし、導入部も加えて皆で指導計画案を作成
して意思統一をはかった。こうして最後の修正実践
は90点と大成功で、子どもたちは「すごろく」遊び
に熱中した20分間となった。
あくまで現場に身を置き、外国籍の子どもたちと
の遊びを通してかれらと触れ合うなかでこそ「多文
化保育」の心が芽生えていくことを、学生たちと共
に確信した半年間の取り組みだった。

選んだシート「これはなんだ？」に答えよう「すごろく」ゲームの説明
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暮し易くなった中国
南通市人民政府高級経済顧問　加藤　紀生　

思い返してみると前回「みどりの風」に投稿した
のは６年前平成21年（2009年）６月第27号でし
た。その時は「中国両岸33年の歳月」と言うタイト
ルで書きました。
今回は私が暮す中国の地方都市南通の現在の生活
環境を紹介してみようと思います。
その前に私の文章を初めて読まれる方もあると思
いますので、改めて私の経歴を少し紹介してから本
文に入ろうと思います。
私は1941年12月生まれで満74才になりました。
東邦高校11回商業科の卒業生です。東邦では３年
間生徒会活動を熱心にやりました。東邦を卒業後愛
知大学で中国語を第１外国語に変えて２年間真面目
に勉強した事が遠因となって、31才の歳1972年12
月台湾の台中市にあった日台合弁企業に転職しまし
た。そこで約７年間勤務した後、社命で1980年６月
中国大陸に渡り、中国での工場創設を推進し、1982
年２月上海市の北に隣接する江蘇省南通市に、華東

地域で最初の日中合弁企業を創業させ、その初代総
経理（社長）を拝命し中国大陸での駐在生活を始め
ました。そして５年後日本の在籍会社を変えました
が、その後もずっと南通市に留まって駐在生活を続
け、その歳月は33年になりました。台湾で送った
駐在日数を加えると中国両岸40年の中国暮しです。
現時点では日本より中国で過した時間の方が長くな
りました。
現在日本国在上海総領事館に在留登録している日
本人は6.1万（１市三省）程居るそうですが、私は
その中で間違いなく中国対外開放後最も長く在留し
ている日本人だと自負しています。いやひょっとす
ると全中国の在留邦人13.4万人の中で対外開放後
居留最長の日本人ではないかと思います。因みに南
通市の在留邦人は850人程です。
中国大陸在留期間中私が南通市を拠点に手掛けて
来た企業は結構幅広く、履物・合成皮革・紡績・紡
織・タオル・染色・服装加工・カバン等々の製造工
場で、その業態は合弁と独資でしたが企業数は16
社に上ります。そしてその殆どは労動集約型の企業
で、その中には従業員規模1,500名以上２社、500
名以上の工場が５社ありました。現在は私もお手伝
いして南通市に設立された、日本の神戸に親会社が
ある表面処理剤を生産して中国で販売している化学
品会社の、顧問を務めながら依然として南通で駐在
生活を送っています。この化学品会社への出勤は週
３日、南通市政府機関の方は名誉職のようなもので
非常勤です。日本へは年３～４回上海経由で戻って南通の商店街
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います。１回の帰国期間は大体10日間程です。
さて前置きはこれ位にして本題に入りますが、今
回は昔の苦労話ではなく、現在の私の駐在員生活の
日常をご紹介しながら、中国の日本人駐在員の暮し
向きの一端を皆さんに知って戴こうと思います。
私は南通では単身赴任で暮しています。現在南通
に駐在している日本人はその殆どが単身赴任者で
す。私の住いは都心にある文峰新村と言う、中国人
ばかりが住んでいる団地（戸数540戸）の６階建ア
パートの１階です。自宅の広さは100㎡程の３LDK
で、南側ベランダの外に煉瓦壁に囲まれた情趣の無
い48㎡程の庭があります。ここにホテルから移り住
んで20年、古い住民は皆顔馴染で私が日本人である
ことを知っています。街は治安が非常に良くて身に
危険を感じた事は全くありません。
私の日課は21時就眠、朝４時（日本時間５時）前
には起床しています。起きたらまずノートパソコン
に電源を入れて、日本経済新聞の電子版を読み地方
版中部にも目を通します。毎朝この閲覧に約１時間
を費やします。そして４時45分になるとテレビに
スイッチを入れ、衛星回線で東京テレビの「NEWS
モーニングサテライト」続いてBS・JAPANの「日

経モーニングプラス」を見て、６時から始まるNHK�
総合テレビの「朝７時のニュース」を見ます。出勤
する日は６時半に家を出て会社の通勤バスに乗って
出社します。この日本語衛星テレビの受信は、放映
会社が香港・台湾系で数社あり、一年間の受信契約
料金は2,300元（約44,850円、月約3,740円）で
す。この受信には別に電話会社とネット回線契約が
必要で、これが年600元（約11,700円、月約980
円）です。尚日本経済新聞の電子版購読料金は日本で
支払う新聞代の外に、日本契約で月1,000円支払っ
ています。しかし、この日本語版衛星テレビは真に
便利で地上波デジタル関東７局、関西６局、BS９局
（WOWOW�、スターチャンネル含む）、CS�デジ
タル14局、合計36局の日本語放送が楽しめるので
す。そして日本で見るより更に便利なのはこの36局
総てに１週間分録画機能がついている点です。です
から退勤後や後日好きな時に再放映して見る事がで
きます。私はニュース番組だけでなく「大河ドラマ
花燃ゆ」「連続テレビ小説あさが来た」「鶴瓶の家族
に乾杯」「NHKのど自慢」「NHK歌謡コンサート」
「日本の話芸」「笑点」「開運なんでも鑑定団」「マネー
の羅針盤」「BS�プレミアムシネマ」「BS�新日本のう
た」などの番組を欠かさず見て余暇を過しています。
テレビ画面は鮮明で名古屋の拙宅で見るのと全く変
わらない画像で楽しんでいます。このように今や中
国の駐在生活も日本に住んでいる皆さんと同時点で
世界の動きを知る事ができるようになって海外ボケ
するような事はありません。20年30年前海外では
NHKワールドラジオジャパンを聞いたり、２日遅
れ３日遅れで日本の新聞を読んで情報集収に渇望し
た時代が長く続きましたが、それも今は語り種と化
しました。通信はどんどん便利になって名古屋に居
る家内の連絡も国際電話など掛けずにメール通信で

南通のショッピングセンター
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済むようになっています。
買い物も街に商品が溢れるようになり、選択の幅
が広がっています。南通のスーパーでも日本製・韓
国製の日用品・食品が目立つようになりました。ま
だ南通には一店舗ずつしかありませんが「ユニクロ」
「無印良品」が出店しています。来春には「イオン」
のショッピングセンターも開店します。これがどん
な店になるか楽しみです。
日本料理店が初めて南通にできたのは1997年12
月でした。現在は居酒屋、焼鳥屋、ラーメン店など
入れて40店あります。牛丼の「すき家」（中国語“食
其家”）もショッピングセンターに４店舗出店してい
ます。牛丼は並み１杯14元（約273円）、日本料理
店の鯖・秋刀魚の塩焼き定食が40元（約780円）・
刺し身定食なら70元（約1,365円）程です。日本食
では「関東煮」「たこ焼」「たい焼」を売る店もでき
ました。ファーストフードの「ピザハット」「ケン
タッキー」（KFC）、世界的なカフェチェ－ンの「ス
ターバックス」も市内に何店舗もあります。KFCは
土日子供連れで満員です。ハンバーガーが17.5元
（約342円）スターバックスのアメリカンコーヒー
は22元（約429円）で値段は少々割高です。
日本人向け「バー」も軒を並べて20店あります。
私は酒を嗜まないので、日本から来客があって接待
する必要があっても、いつも自社の日本人営業マン
に２次会の方は任せて通したので、20年余りの間で
２回しか「バー」に入った事がありません。聞く所
によれば競争が激しくチャージ料金１人150元（約
2,930円）はこの５～６年変ってないようです。し
かもノーチップ製ですが席に着いた「小姐（シャオ
チェ）」の女性にドリンク１杯30元（約585円）を
２～３杯は常に強請られるようです。
単身住いの私は土日にはよく外食しますが、出勤
した日の夕食は自炊する日が多いです。帰国の度に

持ち帰るカレー等のレトルト食品や「寿がきやの
ラーメン」で済ませたり、御飯を炊き（中国米１
kg4.8元約94円）、手料理を作らず地元のお惣菜を
店先で買ってきて、日本製の即席みそ汁で済ますこ
とも少なくありません。近年は日本の食品メーカー
の中国進出も増えました。中国製「味の素」「キッ
コーマン」「キューピー」「エバラ」の調味料等はど
のスーパーの棚にも置かれるようになりました。で
すから私は年々日本から持ち帰る食品が少なくなっ
ています。大都市北京・上海・広州ではもっと駐在
生活が便利になっています。
最後に南通の交通事情をお話して今回の文章を締
め括りたいと思います。30数年前南通への往来は大
河“長江”を上下する“東方紅”と言う客船でした。
上海の「外灘」（ワイタン）埠頭から乗船して８時
間かかりました。省都南京へ出張する時は13時間の
船旅となりました。船窓から長江両岸の田園風景を
眺めながらただ時間が経つのを待ったものです。そ
れが今では景色は一変し高速道路が何本もでき、南
通市だけでも長江を跨ぐ大橋が２本も掛かり、現在
は３本目の大橋が鉄道と高速道路の二層併用橋で、
2019年の開通を目ざして建設工事が進んでいます。
これが完成すれば時速220kmの高速鉄道で上海ま
で現在バス２時間弱の距離が１時間になります。こ
の完成に合わせ南通地下鉄１号線56.5kmの工事も
始まりました。
また南通にある興東空港の国際線（韓国・仁川、タ
イ・バンコック、台湾・台北、日本・大阪）就航も
2015年末に実現しましたから、2016年１月頃には
中部国際空港への直行便が週２～３便飛ぶようにな
ると思います。これが日の目を見れば、現在南通か
ら上海の浦東空港までバスで２時間30分、浦東空港
から中部国際空港まで飛行時間２時間の道程が、南
通市内から南通興東空港までバスで30分、興東空港
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から中部国際空港まで２時間の道程に短縮され、老
人となった私には大助かりとなります。
中国は減速したとは言え、まだ中高速の経済成長
が続くと思います。そしてこれから更に生活は豊か
に多様化し暮し易くなって行くと思います。そんな
期待がありますから私はもう少しこの異国の土地に

住んで、どれ位、どこまで中国が、沿海都市南通が
発展し変わって行くのか、当然年令の限界はありま
すが、もう少し後５～６年この大国の躍動しつづけ
る姿を見続けてみたい、今そんな心境になっていま
す。

忠 実 な 僕
加藤　誠一　

３月29日�早朝５時15分�彼にとって長い生涯の
幕を閉じる事となりました。
最期まで忠実な僕。神様からの贈り物。
我が家の飼い犬�コロは短い介護生活を終えて、今
際の際まで病院の世話にならずあの舌一枚で自分の
傷を癒やし（あだ名、ペロ）、その舌で、私達の足を
舐め、信頼を示し�慰めてくれました。
心に暗い寂しさを抱えている者には常に寄り添
い、夫婦喧嘩の折には激しく鳴いて心配し、諌めて
くれたりしました。
朝の祈りの時には、同じように仲間に加わり讃美
歌に耳を傾けていました。
また、休みにつく時には、家族全員が揃うまで玄

関から離れず、最後の一人が帰宅するまで必ずドア
越しで待っていました。全員揃ってから、自分も休
みにつくのです。
何度も辛い目に合わせ、時にはお前を罵倒し、叩
いた事もあったけれど、人で言えば丸18年は、108
才という歳を迎えるとの事。目が見えなくなった頃
の夜の散歩では、田んぼの側溝（そこまで一メート
ル程）に二度も落ちたりして（飼い主がぼんやり紐
を握っていたので）慌てて引き上げたことも、（不思
議に二度とも無傷）カツオの一本釣り状態。彼は、
いつも懸命に歩いていました。
先輩のミーちゃん（先住の老猫）に遠慮して我が
家に住まい始め、後々には、後輩のチャン太郎と張

１：コリントの信徒への手紙一／�４章�17節

テモテをそちらに遣わしたのは、このことのためです。彼は、わたしの
愛する子で、主において忠実な者であり、至るところのすべての教会で�
わたしが教えているとおりにキリスト・イエスに結ばれたわたしの生き方
を、あなたがたに思い起こさせることでしょう。
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り合い、気を使いつつ、犬猫の同棲生活も経験しま
した。環境が変わる度にコロは、若返っていったよ
うな気がします。

日曜日（最期の朝）、奏楽の練習を傍らで弾き、一
番親しんでいた長女は最期を看取り、祈りに答えた
神の業によって不思議に孫まで含め、９名の家族全
員が揃いました。

コロの財産は、胴輪と首輪、家内手作りのおむつ
カバー、残ったドッグフード。これらを見るとまた、
悲しさが募ります。身一つで生き抜いた彼の姿。は、
神が私たちにこう生きるようにと示して下さったの
でしょうか？
今、コロは、忠実な僕達の憩う場所で立派な牧羊
犬として牧者に仕え悠々と広い牧場をトラクターと
ともに、歩いていると信じます。

アルファベットBの大きな意味
①　Breath　息　命の始め
　　主なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）を形づくり、
　　その鼻に命の息を吹き入れられた。人はこうして生きる者となった。
②　Birth　誕生　生まれる
③　Blood　血、命
④　Bless　祝福する   
⑤　Believe　信じる　信用する
⑥　BEGIN　始める
⑦　Bliss　無情の喜び　至福
⑧　Boon　恩恵　利益　 
⑨　Big　大きい
⑩　BEST　を尽くす
⑪　Breath　息を引き取る　※命の終わり



アメリカの「選挙」の話
　今年は、アメリカ大統領選挙の年です。「大統領選挙は、直接選挙、
それとも、間接選挙でしょうか｣　｢これまでに女性候補者はいたで
しょうか｣　｢日本の選挙との仕組みの違いは｣　｢一票の重みはど
う対処されているのでしょうか｣
これらの問いをテーマに「選挙」について一緒に考える講座です。

◆講　師　佐々木裕美　本学経営学部教授
　　　　　岩野一郎　　南山大学名誉教授
◆日　時　９／３　土曜日　13：00～ 14：30
　　　　　９／10　土曜日　13：00～ 16：10
◆受講料　1,500 円

英文多読入門
－オックスフォード・リーディングツリー（ORT）を読む－

　英文多読とは、やさしい英語の本をたくさん読んで英文に慣れ親
しむことです。多読に関する説明とともに、英文多読用図書を読み
ます。どなたでも大歓迎です。必要とされる英語のレベルは中学校 1
年修了程度です。ごいっしょに学びませんか！

◆講　師　竹越美奈子　本学経営学部准教授
◆日　時　７／２・16・23　各土曜日　10：00～ 11：30
◆受講料　1,500 円

　
失敗しないパッケージツアーの選び方

－そうだ、海外へ行こう－
　｢せっかくの海外旅行だから、ツアー選びを失敗したくない｣
｢以前参加したツアーがいま一つだったから、今度こそ自分に
合ったツアーを選びたい｣という方々に、秘訣をお伝えします！

◆講　師　安齋みどり
◆日　時　６／ 18・25　各土曜日　10：00～ 10：40
◆受講料　無料

　
パパ・ママ一緒に考えよう！

将来のための生活設計
　将来、子どもにどれくらいお金がかかるの？家族が増えると生
活費はどれくらい？　金融や資産運用の知識は一切不要です。
子育てや生活に必要な資金に関する不安の解消を目指します。

◆講　師　髙橋洋平
◆日　時　６／ 11　土曜日　10：00～ 11：30
◆受講料　無料　　　　　　　　　　　　　託児あり

企業の底力を確実にアップさせる
ブランディングの最新ノウハウ

　ブランディングとは、《これからの時代にどんな存在であるべきかという
コンセプトを定めること》から始まります。
成功企業事例をご紹介し、架空企業をテーマに
ブランド戦略を実際に立案します。

◆講　師　上條憲二　本学経営学部教授
◆日　時　５／17・31　６／７・21　７／５・19　各火曜日　18：30～20：00
◆受講料　6,000 円

レジスタンストレーニングを
体験しよう !!

　筋肉に負荷を与えるレジスタンストレーニングを体験し
て、筋力アップすることで、身体のバランスが改善し快適な
ライフスタイルを手にすることが可能です。是非一度、お試
しください。

◆講　師　葛原憲治　本学人間学部教授
◆日　時　５／ 11・18・25　各水曜日　18：30～ 20：00
◆受講料　2,000 円（スポーツ保険代を含みます）

脳科学・心理学の知識を生かして、
脳の活性化を体験しよう

　マルチタスク（複数の作業を同時に行う）運動を体験していただ
くなど、脳科学や心理学の知見から、脳の活性化や認知症予防に効
果的な方法をご紹介します。楽しみながら体験してみませんか。

◆講　師　橘廣　　　本学人間学部教授
　　　　　中野匡隆　本学人間学部助教
◆日　時　６／ 10・17・24　各金曜日　13：00～ 14：30
◆受講料　2,000 円（スポーツ保険代を含みます）

歩いて行ける地域生活圏を共に
創り出してみませんか？

　少子・超高齢社会を乗り切る上での頼りは、充実した｢歩いて行
ける地域生活圏｣です。豊かな地域生活圏づくりの重要性をごいっ
しょに考えてみましょう。

◆講　師　山極完治　本学経営学部教授
◆日　時　６／ 14　火曜日　18：00～ 19：30
◆受講料　500 円

各講座の詳細、講座お申込みから受講スタートまで
のステップについては、3 月 7 日（月）以降、本学
の公式Webページにて
ご確認ください。

各講座の会場は本学ですが、以下の講座につ
いては、ウインクあいちを予定しています。
｢企業の底力を確実にアップさせるブラン
ディングの最新ノウハウ｣

愛知東邦大学　コミュニティカレッジ
地域に開かれたキャンパスとして、本学の特色を活かした講座を開講します。地域の皆様との知的交流を通して、

「学びのコミュニティ」を創出します。日々をより知的に過ごす――。共に学びませんか。

～ 2016 年度前期講座のご案内 ～

2016 年４月　経営学部国際ビジネス学科　開設記念講座
～東海地域の企業の海外事業をしっかりと支える｢コア人材｣を育成します～

学部の特色を活かしたオススメ講座 自社のブランド力を高める秘訣を伝授します!

◆会場　　　　　
　ウインクあいち

教育学部は、
名東区

子育て支援ネットワークと

連携した活動を計画中！
愛知東邦大学

フレンズ・
TOHO
法人会員
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